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佐賀版 漁業協調型海洋エネルギー
推進特区プロジェクト
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提案概要

佐賀県は、洋上風力など海洋エネルギーの実用化を目指す環境が整っている。
この地域特性を活かし、事業者が、持続的な水産業の基礎研究など漁業協調型の
洋上風力発電を設置する場合、特例的に環境アセスメントを免除し、国家戦略的
にスピード感を持った再生可能エネルギーの普及、海洋エネルギー産業の創出、
地域活性化を目指すエリアとしたい。
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提案内容

現場の声

事業可能性検
討段階でコスト・
期間がかかるの
で参入が・・・
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目指す姿



提案概要

・温室効果ガスを排出しない地球環境にやさしい再生可能エネルギーを推進
・エネルギーミックスの面から再生可能エネルギー普及を推進。
・一次産業を担う 漁業 の 産業活性化策。
・海洋エネルギー産業の創出、地域活性化
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実現による効果

佐賀の強み

１ 風況賦存量が豊富。
２ 漁業協同組合との協調体制を確立。
３ 唐津市加部島沖が国の実証フィールドに選定
４ 国内唯一の海洋エネルギー研究センターが立地。
５ 電力会社が風力発電の受け入れ拡大を発表
６ 気象・海象観測機器（ライダーブイ）を整備
７ 周辺に重要港湾（唐津港、伊万里港）がある。
８ 佐賀県新エネルギー・省エネルギー促進条例を制定 環境にやさしいエ

ネルギーの普及を
目指す

国内初 洋上の高
度300mまで風況

観測可能

研究＆実験
可能
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県庁
佐賀大学

実証フィールド

伊万里港

佐賀大学
IOES

約45ｋｍ

約40ｋｍ

約20
～30ｋｍ

google

唐津港

実証フィールド
運営主体

約10ｋｍ
約50ｋｍ

佐賀県の地域特性

有明海

玄界灘
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風況賦存量が豊富 インフラが充実

佐賀県
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佐賀県海洋再生可能エネルギー推進協議会

佐賀県海洋再生可能
エネルギー推進協議会

外部委員９名による
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総合調整機関

佐賀玄海漁協 代表理事組合長会長は地元漁業者の代表！

 私の専門は、漁業協同組合の経営ですが、漁船の燃料高騰、漁業者の高齢化等今は決していい環境
とは言えませんが、こういう時こそ、新たな手をうって、頑張らないといけないと思っております。

 実証フィールドの利活用が進み、再生可能エネルギーの普及、地元唐津の産業創出につながればとい
うのが私たちの期待です。
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佐賀県 実証フィールド

名 称 唐津市 加部島沖 位 置 図
場 所 唐津市呼⼦町加部島北端ツイタ⿐から北⻄海域

アクセス 福岡市から⾞で2時間、佐賀市から⾞で2時間
唐津港から船で10分、呼⼦港から船で5分

⾵ 速 ⽉平均7m/s（10⽉〜3⽉は特に強い）

波 ⾼ 夏季1m未満､冬季1m前後、周期6秒前後

潮 流 最⼤流速（⼤潮時）1.7m/s 3.3ノット

⽔ 深 20m以深〜50m以浅

地 質 礫〜砂礫質（⼀部岩質）

海底地形 本⼟と離島の中央部に向かうほど深く平らな地
形

広 さ ２平⽅ｋｍ以上

地域の
特 ⾊

①漁業協同組合との協⼒体制を構築した佐賀⽅式
②設置⼯事、メンテナンスが便利なアクセス
③陸地から実証フィールド⽬視可能（距離約
1.3km）

④周辺に研究拠点、後背地、変電設備等有

運営主体 特定⾮営利活動法⼈ＭＡＴＳＲＡ

かべしま

玄界灘

実証フィールド

唐津市加部島

加唐島
松島

佐賀県

※平成26年7⽉、国の海洋エネルギー「実証フィールド」に選定。国の要件を満たす海エネは、浮体式洋上⾵⼒及び潮流。
6

佐賀版漁業協調型海洋エネルギー推進特区プロジェクト



佐賀版漁業協調型海洋エネルギー推進特区プロジェクト

7



佐賀版漁業協調型海洋エネルギー推進特区プロジェクト

8


